
百年の森林に囲まれた　快適で人が輝く　自然と交流のむら　” 西粟倉村 ”

2015(平成27年)
No.622

村のホームページ　http://www.vill.nishiawakura.okayama.jp/

にしあわくらにしあわくら

■薪ボイラー見学会のお知らせ ・・・・・・・２
■公共施設建設プロジェクト・・・・・・・・３
■立志式・・・・・・・・・・・・・・・・・４ 
■村のお知らせ　げんきいっぱいにしあわくらっ子  ほか

■■薪■薪■薪ボイボイボイラー見学見学見学見学見学

● 今月号の広報
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　願いを乗せたスカイランタン。　願いを乗せたスカイランタン。
バレンタインの夜空にバレンタインの夜空に
　　高く舞い上がりました。　　高く舞い上がりました。

「2015 雪あかり in 大茅」「2015 雪あかり in 大茅」
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2広報にしあわくら　3月号

黄金泉黄金泉

♨日時：３月１９日（木）　AM１１時～正午
♨場所：黄金泉にて
♨お車は出来るだけ乗り合わせでお越し下さい。
♨参加予約不要、お問い合わせ役場産業観光課まで。

◆薪ボイラーとは ･･･
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◆住民アンケートにご協力いただき◆住民アンケートにご協力いただき
　　　　　　ありがとうございました。　　　　　　ありがとうございました。
　今回、高校生以上の全村民を対象に、現在の公共施設の不便なところや問題点、新施設建設にあたって特
に重視すべきこと、新たにあわせて備えたい施設や機能など新庁舎等建設についてご意見やご要望をお聞か
せいただき、みなさんから多くのご意見等いただきありがとうございました。
　今回いただいたご意見は、今後集計、分析させていただき、公共施設建設に向けての貴重な資料として活
用させていただくとともに、内容によっては、より深く議論していきたいと考えています。

　また、いただいたご意見は、後日広報紙にも掲載
させていただきたいと思います。
　今回のアンケート回収には、各地区区長さんにご
協力いただき、多くのアンケートが回収できました。
大変お世話になりました。ありがとうございました。　

◆第 1回住民ワークショップを開催しました。◆第 1回住民ワークショップを開催しました。　
　この施設建設は住民が訪れやすく、愛着を持てる施設になるよう、計画段階から住民のみなさんと共に考
える体制にしたいと考えています。計画策定に向け、利用イメージを持ちこんな施設・場所になったらいい
な、こんな施設だったら利用したいをワークショップを通じて創っていきたいと考えています。
　この住民ワークショップには、現施設を利用している方、団体グループの代表の方や一般公募の方の 19
名の住民の方にご参加いただきます。
　第 1回住民ワークショップを 2月 13日（金）午後 7時からあわくら会館大ホールで行いました。
この第 1回目は、『こんな場所になって欲しいな』を参加者みなさんがそれぞれテーマを出し合い、この日
は 4つのテーマにしぼり、テーマ 2つずつ、2つのグループに分かれて話し合っていきました。会はみな
さん終始わきあいあいと、そして活発に意見を出し合っていきました。
　会の最後にそれぞれのテーマで話された内容につ
いて発表を行い、第 1回目のワークショップは終
了しました。2時間という短い時間での意見交換で
したが、みなさん真剣にこんな施設になったらいい
なという様々な思いやアイデアをたくさん出してい
ただきました。

　次回 2回目以降のワークショップは、1回目に出
された意見のほか、住民アンケートのご意見も含め、
さらに話し合いを深めていきます。
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　２月１７日（火）、あわくら会館大ホールで立志式を行い、中学２年生６名が出席しました。
　立志とは、「志を立てること」、「将来の目標を定め、これを成し遂げようとすること」です。

　

立
志
と
は
。「
志
を
立
て
る
こ
と
、
将
来

の
目
標
を
定
め
て
奮
起
す
る
こ
と
」
と
書
い

て
あ
っ
た
。
十
四
才
と
な
り
、
立
志
式
を
迎

え
る
私
。

　

大
人
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
節
目
の
式

を
迎
え
る
今
、
自
分
の
姿
を
見
つ
め
直
し
、

今
後
自
分
が
ど
の
よ
う
に
歩
ん
で
い
く
か
、

こ
れ
を
機
会
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　

今
の
自
分
を
ふ
と
見
つ
め
直
し
て
み
る
。

自
分
の
良
さ
っ
て
何
だ
ろ
う
。
自
分
で
は
積

極
的
に
何
事
も
明
る
く
楽
し
も
う
と
す
る
所

だ
と
思
う
。

　

一
方
、
自
分
が
「
い
や
だ
な
」
と
思
っ
た

時
に
そ
れ
が
態
度
に
出
て
し
ま
う
の
が
課
題

だ
。
例
え
ば
、
話
し
合
い
の
時
、
私
の
意
見

と
は
違
う
こ
と
が
決
ま
る
と
、
決
ま
っ
た
こ

と
は
し
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
義
務
感
で

仕
事
を
す
る
が
、
自
分
の
物
に
し
よ
う
と
積

極
的
に
行
動
し
て
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
は
、

他
人
の
意
見
も
し
っ
か
り
と
聞
き
入
れ
「
い

や
だ
な
」
と
思
っ
た
こ
と
で
も
や
っ
て
み
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
よ
り
自
分
の
可
能
性
が
広
が

り
、
自
分
の
目
標
に
向
け
て
進
む
過
程
で
も

周
り
を
広
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　

今
の
私
の
夢
は
、
外
国
に
日
本
の
文
化
を

伝
え
て
い
く
仕
事
を
す
る
こ
と
だ
。
そ
う

思
っ
た
き
っ
か
け
の
一
つ
目
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
研
修
だ
。
食
事
や
学
校
、
休
日
の
過
ご

し
方
な
ど
外
国
の
文
化
に
初
め
て
ふ
れ
て
、

よ
い
所
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
学
生
は
人

見
知
り
を
せ
ず
、
誰
と
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に

話
し
て
い
る
。
ま
た
、
い
つ
で
も
場
を
盛
り

上
げ
る
よ
う
な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
積
極
的
な
態
度
が
、
外
国
に
日
本

の
文
化
を
伝
え
る
た
め
に
重
要
な
こ
と
だ
と

思
っ
た
。

　

二
つ
目
の
き
っ
か
け
は
、
祖
父
母
の
姿
だ
。

私
の
祖
父
は
、
優
し
く
森
を
育
て
る
、
そ
し

て
祖
母
は
地
域
の
物
を
活
か
し
て
、
愛
情
を

こ
め
て
料
理
を
作
る
。
そ
ん
な
祖
父
母
の
姿

を
見
て
西
粟
倉
村
、
そ
し
て
日
本
に
は
、
一

つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
す
る
と
い
う
あ
た
た
か

み
の
あ
る
文
化
が
あ
る
と
、
私
は
思
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
こ
と
か
ら
、
将
来
の
夢
を
叶

え
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
国
へ

行
き
、
た
く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
異

文
化
を
体
験
す
る
と
同
時
に
日
本
の
良
さ
、

ふ
る
さ
と
西
粟
倉
の
良
さ
も
た
く
さ
ん
見
つ

け
て
い
こ
う
と
思
う
。

　

夢
は
世
界
!!
自
分
の
目
標
を
達
成
で
き
る

よ
う
に
夢
を
あ
き
ら
め
ず
、
努
力
す
る
こ
と

を
忘
れ
ず
に
が
ん
ば
れ
る
私
で
あ
り
た
い
。

　

僕
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る

大
人
に
な
り
た
い
。
仕
事
を
一
人
で
最
後
ま

で
で
き
な
い
よ
う
な
大
人
は
、
社
会
の
一
員

と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。

　

だ
か
ら
僕
は
、
当
た
り
前
の
事
が
当
た
り

前
に
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
。　

　

今
の
僕
は
課
題
を
最
後
ま
で
や
り
き
ら
な

か
っ
た
り
、
字
が
雑
な
状
態
で
出
し
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
大
人

に
な
っ
た
時
、
仕
事
を
い
い
加
減
に
し
て
し

ま
う
と
、
周
り
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
う
。

「
も
っ
と
頑
張
っ
て
い
た
ら
…
」
と
後
悔
し

な
い
よ
う
に
、
今
か
ら
も
っ
と
先
の
事
を
考

え
て
自
分
を
追
い
込
み
、
課
題
を
最
後
ま
で

終
わ
ら
せ
、
誰
で
も
読
め
る
字
で
出
せ
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
僕
は
、
勉
強
で
も
予
習
・
復
習
が
で

き
て
い
な
い
。
中
学
生
と
し
て
当
然
で
き
な

い
と
い
け
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、「
な

ん
と
か
な
る
」
と
考
え
て
し
ま
う
。
特
に
苦

手
な
教
科
は
、
言
葉
の
意
味
を
家
で
調
べ
た

　
「
立
志
式
を
迎
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
東　

佳
音

　　
「
立
志
式
を
迎
え
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
本　
　

涼

り
、
学
習
し
た
文
法
を
ノ
ー
ト
で
確
認
し
た

り
ま
だ
で
き
る
事
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
思

う
。
ま
た
、宿
題
な
ど
提
出
日
の
前
日
に
や
っ

て
し
ま
う
悪
い
く
せ
が
あ
る
。
先
の
ば
し
に

し
て
い
る
と
更
に
宿
題
が
増
え
て
終
わ
ら
せ

る
こ
と
で
精
一
杯
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
テ

ス
ト
勉
強
も
同
じ
だ
。
先
の
事
を
考
え
ず「
ま

だ
一
週
間
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
言
い

訳
を
し
て
自
分
を
楽
な
方
に
誘
導
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。
こ
れ
が
も
し
仕
事
だ
っ
た

ら
、
と
考
え
る
と
、
も
っ
と
自
覚
を
も
た
な

い
と
い
け
な
い
と
思
う
。
計
画
的
に
仕
事
が

で
き
な
か
っ
た
ら
、
大
き
な
仕
事
を
任
せ
て

も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
人
か
ら
頼
り

に
さ
れ
な
い
人
に
な
る
の
は
い
や
だ
。

　

今
の
ま
ま
で
は
だ
め
だ
。
だ
か
ら
、
僕
は

自
分
の
甘
い
気
持
ち
に
負
け
ず
、
計
画
的
に

勉
強
す
る
努
力
を
す
る
。
来
年
は
、
受
験
生

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
一
年
、
先
の
事
を
考
え

て
勉
強
を
し
、
少
し
で
も
夢
に
近
づ
け
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
。

　

ま
た
、
陸
上
部
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
練
習
を
し
、
チ
ー
ム
全

体
を
ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。
大

　立志式は、「元服にちなんで数え年の十五歳を祝う行事。参加者は、将
来の決意や目標などを明らかにすることで、大人になる自覚を深める。」
とあります。
　西粟倉村では、子どもたちの成長を祝うとともに、自らの将来について
考える機会をもつために、四十数年前から毎年行っています。
　式典では、立志生一人一人が６つの誓いの言葉を述べ、決意を新たにし
ました。
　立志式に向けて作った文集の中から、代表して２名の生徒の作文を紹介
します。

会
前
に

は
、
練

習
を
計

画
的
に

し
、
緊

張
感
を

も
っ
た

練
習
が

で
き
る

よ
う
に

頑
張
り

た
い
で

す
。
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　地方税法等の改正に伴い、国民健康保険の被保険者間の保険税負担の公平の確保及び低所得層の
保険税負担の適正化を図るため、基礎、後期高齢者支援金及び介護納付金の賦課限度額が引き上が
るとともに、低所得者に対する国保税軽減措置が拡充されます。

■

■
　世帯主と被保険者の前年所得の合計額が、一定額以下の世帯に対して均等割及び平等割の税額の
負担を軽減される対象が下記のとおり拡大されます。

　国際パラリンピック委員会（ＩＰＣ）主催のワールドカップ（Ｗ杯）第２戦が２月１４日から北
海道旭川市でわれました。 「2015 IPC クロスカントリースキー ワールドカップ旭川大会」は、障
がい者クロスカントリースキーではアジア初のワールドカップです。 世界９か国から選手が参加
しています。
　今大会が新田選手ケガからの復帰戦となりましたが、大会２日目クロスカントリースキー・スプ
リント・クラシカル１kmで新田佳浩選手（西粟倉村出身）が第２位に。そして、3日目クロスカ
ントリースキー・ロング・クラシカル２０kmで第３位と表彰台に立ちました。
■大会後の新田選手の談話 　

　また、岡山スポーツ記者クラブ（山陽新聞社など１５社加盟）が選定する「第５４回岡山スポー
ツ賞」の表彰式が 2月２３日、岡山市のピュアリティまきびで行われました。２０１４年中に国
内外の大会で優秀な成績を収めた岡山県ゆかりの選手、チームなどに贈られ、栄誉賞にはフィギュ
アスケート男子の高橋大輔氏とノルディックスキー距離男子でパラリンピック５大会連続入賞の新
田佳浩選手が選ばれました。



6広報にしあわくら　3月号

　近年、住宅用火災警報器の普及と比例して火災による死者も減少しています。
　住宅火災による犠牲者の大半は就寝中の逃げ遅れですが、住宅用火災警報器
で火災を早期に発見できれば、より早く避難することが出来ます。『住宅用火
災警報器を設置していれば救えたかもしれない命』にならないよう、未設置の
方は早急な設置をお願いします。
　すでに設置されている方、作動点検はされていますか？いざというときのた
めに作動点検を定期的に行ってください。

　春の農繁期を目前に控えたこの時期、あぜ焼きのモクモクとした白煙があちら
こちらの田畑から立ちのぼる光景をよく目にします。そんなのどかな農村風景が
ちょっとした油断や準備不足で一瞬にして恐怖の光景に変わるのが、このあぜ焼
きからの延焼を原因とした林野火災です。あぜ焼き等を行う際は次のことを守り、
できるだけ安全に行ってください。
■ 乾燥注意報や強風注意報発令中は、延焼の危険性が高いのであぜ焼きを実施しないで下さい。
■ あぜ焼きを実施する時は、消防署に届出をして下さい。
■ 決して１人で行わず、複数人で実施して下さい。
■ 高齢者のみでの実施は、非常に危険ですので実施しないようにして下さい。
■ あぜ焼き等を行うときは、水バケツ・水道ホース等の消火用具を事前に準備して下さい。

　　　　　
　村民の皆さんこんにちは。地域おこし協力隊の三宅です。昨年１月から、区長さんを
はじめ地域の皆さんの協力を頂き、村内の空き家調査並びに活用について活動しており
ます。その一環としまして、この紙面を通じて皆さんに空き家について様々な情報をお
伝えしたいと思います。

　さて、今回は昨年 10月に総務省より発表された「住宅・土地統計調査」についてお伝えします。
　総務省が 5年ごとに実施するこの調査によると、2013 年の空き家数は 820 万戸と 5年前に比べて 63
万戸（8.3％）増加し、空き家率（総住宅数に占める割合）も、13.5％と 0.4 ポイント上昇し、過去最高になっ
たそうです。ちなみに、岡山県は都道府県別で全国 9位の空家率 15.4％でした。結構上位ですね。たそうです。ちなみに

西粟倉村ではどうなのでしょうか？

　様々な理由で空き家となっていますが、空き家の増加というのは現在進行中の全
国規模の問題です。
　次回は空き家の問題点についてお伝えします。



7 広報にしあわくら　3月号

　西粟倉村では、不妊治療を受けられるご夫婦に対し、経済的な負担の軽減を図るため、不妊治療費の
一部を助成しています。

対象者　　・戸籍法の規定によるご夫婦で、村内に１年以上住所を有し、居住している方
　　　　　・村税等滞納がないこと
　　　　　・医療保険に加入している方
対象医療　医療保険の対象外となる体外受精、または顕微授精
助成内容　・１回の治療費から県の助成金を控除した費用の２分の１以内の金額
　　　　　・１年度あたり２回まで、１回につき１０万円、通年５年間まで
申請方法　申請書に必要事項を記入し、住民票を添えて申請してください。
　　　　　＊申請書は村のホームページからもダウンロードできます。

問い合わせ
保健福祉課 ( いきいきふれあいセンター )
２７９－７１００

【不妊治療費の助成は岡山県の制度も同時に利用できます】
平成２６年度より助成回数及び助成期間に制度改正が行わ
れました。詳しくは、岡山県のホームページをご覧くださ
い。

＊平成２６年度中に医療費を支払いした分は、平成２７年３月３１日までの申請となりますので、
ご注意ください。

　ご家族の進学、就労や病気などで家族の方が一定期間不在になる場合を対象とし、申請
をしていただくことで使用料金の減免をいたします。

【減額】
子どもが高校・大学等へ進学のため、村外へ生活を移すとき 

→申請をしていただくことで、下水道使用料から村外で生活される方の人数割額 (420 円 / 人 ) を減額
致します。
※夏休み等の長期休暇を考慮し、4・5月の 2ヶ月分は減額されません。
学生であることを証する資料（学生証など）の写しが必要です。

該当の方は、建設課 Tel  279-2111 までご相談ください。

【免除】
ご家族が入院や就労のため、村外へ生活を移すとき

→申請をしていただくことで、下水道使用料から村外で生活される方の人
数割額 (420 円 / 人 ) を免除致します。
※居住実態の把握のため、毎年度末に更新が必要です。
　住民票を併せて異動される場合は、自動的に減額されるので申請は不要です。
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子
ど
も
た
ち
も
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

主
体
の
一
つ
に
な
る

　

1
月
24
日
、
25
日
の
2
日
間
、
仙
台
で

行
わ
れ
た
「
第
3
回
ニ
ッ
セ
イ
緑
の
財
団

復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
、
西
粟
倉

小
学
校
か
ら
5
年
生
3
名
が
代
表
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
自
然
の
脅
威

を
学
び
、
生
き
る
力
を
育
む
た
め
に
は
自

然
と
ふ
れ
あ
う
環
境
が
必
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
全
国
で
環
境
学
習
や
防
災
・
減
災

教
育
の
場
、
地
域
と
学
校
が
繋
が
る
場
と

し
て
の
森
林
を
活
用
し
て
い
る
学
校
が
つ

な
が
り
、
広
が
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

西
粟
倉
小
学
校
は
昨
年
度
、「
ふ
る
さ

と
元
気
学
習
」
を
発
表
し
、
た
く
さ
ん
の

方
に
取
り
組
み
を
評
価
し
て
頂
き
ま
し

た
。
今
年
は
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し

て
、
村
長
に
提
案
し
た
「
百
年
の
森
林
公

園
の
村
づ
く
り
」
を
考
え
る
中
で
学
ん
だ

こ
と
、提
案
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
大
勢
の
観
客
が

見
つ
め
る
中
、
4
月
か
ら
考
え
抜
い
て
き

た
「
百
年
の
森
林
公
園
の
村
づ
く
り
」
に

つ
い
て
、堂
々
と
行
い
ま
し
た
。
こ
の「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
」
を
題
材
に
し
た
学
び
の

発
表
に
、
識
者
の
方
々
か
ら
も
、「
す
ば

ら
し
い
活
動
だ
」
と
の
評
価
を
頂
き
ま
し

た
。

　

こ
の
発
表
・
交
流
が
、
子
ど
も
た
ち
が

よ
り
自
信
を
も
っ
て
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
村
が
続

く
よ
う
に
、
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
で

知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
す
て
き
な
村
を
作

り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
森
で
つ
な
が
る
新
し
い
友
だ
ち
】

　

宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
は
熊
本
県
の
一

勝
地
小
学
校
、
大
阪
府
の
南
横
山
小
学

校
、
そ
し
て
兵
庫
県
の
妙
法
寺
小
学
校
と

交
流
を
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
交
流

会
で
「
元
気
・
笑
顔
・
仲
良
し
」
を
全
国

に
広
め
る
べ
く
、
小
学
校
の
ふ
る
さ
と
元

気
グ
ッ
ズ
づ
く
り
や
、
あ
い
さ
つ
タ
ッ
チ

の
歌
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
森
で
つ
な

が
っ
た
友
だ
ち
に
は
、
帰
っ
て
か
ら
さ
っ

そ
く
手
紙
を
送
り
、
全
国
と
の
交
流
を
よ

り
深
め
て
い
ま
す
。

【
被
災
地
で
取
り
組
ま
れ
る
「
あ
た
ら
し

い
ま
ち
づ
く
り
」】

　　

２
日
目
は
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し

た
宮
城
県
岩
沼
市
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

津
波
に
よ
っ
て
被
災
し
た
６
地
区
の
住

民
の
方
々
が
、
集
団
移
転
先
で
「
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
」
を
し
て
い
る
お
話
を
現
地

の
方
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

　

高
い
防
波
堤
を
海
辺
に
築
く
だ
け
で
な

く
、
二
重
三
重
に
津
波
を
防
げ
る
よ
う
に

作
り
変
え
た
り
、
裏
口
か
ら
隣
の
家
に
繋

が
る
よ
う
に
し
て
、
住
ん
で
い
る
方
々
が

集
ま
り
や
す
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
大
災

害
に
も
み
ん
な
で
立
ち
向
か
っ
て
い
け
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
の
現
状
は
ま
だ
ま
だ
復
興
に
ほ

ど
遠
く
、
震
災
か
ら
４
年
が
立
と
う
と
し

て
い
る
現
在
で
も
そ
の
爪
あ
と
は
大
き
く

残
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
起
こ
っ
た
未
曾
有
の
大
災
害
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
一
所
懸
命
に
、

子
ど
も
た
ち
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で
、

当
時
の
様
子
を
語
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

→
ふ
る
さ
と
西
粟
倉
へ
の
思
い
を
ま
と
め

た
「
百
年
の
森
林
公
園
の
村
」
の
提
案
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西
粟
倉
小
学
校　

５
年　

井
上　

翔
陽

　

僕
は
、仙
台
に
行
く
三
日
ほ
ど
前
か
ら
、

上
手
に
発
表
で
き
る
か
、
不
安
で
し
た
。

　

発
表
は
、
先
生
か
ら
「
今
ま
で
仙
台
に

行
っ
て
来
た
子
は
、
原
稿
を
見
ず
に
発
表

し
た
か
ら
、
三
人
と
も
見
ず
に
頑
張
れ
。」

と
言
わ
れ
、
見
ず
に
言
え
る
か
不
安
だ
っ

た
け
ど
、
土
日
も
練
習
し
た
お
か
げ
で
仙

台
の
発
表
で
も
見
ず
に
発
表
で
き
ま
し

た
。

　

被
災
地
見
学
で
は
、
松
林
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
は
、
津
波
の
勢
い
に
負
け
て
折
れ
た

り
根
か
ら
取
れ
た
り
し
た
松
が
処
分
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
団
地
だ
っ
た
場
所
は
、
家

が
全
て
な
く
な
り
、
神
社
と
イ
チ
ョ
ウ
の

木
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

被
災
者
の
方
へ
の
質
問
タ
イ
ム
で
は
、

み
ん
な
津
波
が
来
る
の
を
知
っ
て
い
た
こ

と
、
震
災
後
の
海
は
と
て
つ
も
な
く
キ
レ

イ
だ
っ
た
こ
と
、
一
番
怖
か
っ
た
の
は
流

さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
経
験
し
た
人
か
ら
直

接
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

被
災
地
は
、
が
れ
き
な
ど
の
処
分
は
で

き
て
い
た
け
ど
、
さ
ら
地
で
し
た
。
し
か

も
た
く
さ
ん
雑
草
が
生
え
て
い
ま
し
た
。

お
話
を
し
て
下
さ
っ
た
菊
池
さ
ん
が
こ
う

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
津
波
の
前
は
広
い
田
ん
ぼ
だ
っ
た
け
ど
、

津
波
の
後
、
あ
っ
と
い
う
間
に
雑
草
が
生
え

て
荒
れ
て
い
く
の
を
見
る
の
が
つ
ら
い
。」

地
震
や
津
波
の
被
害
が
、
ま
だ
ま
だ
人
を
苦

し
め
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。け
れ
ど
、

そ
ん
な
方
々
が
集
ま
っ
て
新
し
く
町
づ
く
り

を
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

僕
は
、
仙
台
に
行
き
、
友
達
も
増
え
た
し

勇
気
も
つ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
仙
台

で
学
ん
だ
こ
と
を
、
報
告
書
に
ま
と
め
、
西

粟
倉
村
民
全
員
に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。　

　

僕
た
ち
は
今
、
百
年
の
森
林
公
園
の
村
を

つ
く
る
と
言
う
ア
イ
デ
ア
で
村
を
良
く
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
変
な
被
害
で
苦
し

い
思
い
を
し
て
も
頑
張
っ
て
町
づ
く
り
を
し

て
い
る
方
々
を
見
習
っ
て
、
僕
た
ち
も
西
粟

倉
を
も
っ
と
良
い
村
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。西

粟
倉
小
学
校　

５
年　

井
上　

洸
太
郎

　

僕
が
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
よ
う

と
思
っ
た
の
は
、
今
の
六
年
生
が
参
加
し
た

時
の
発
表
を
聞
い
て
、
自
分
も
西
粟
倉
村
の

取
り
組
み
を
発
表
す
る
こ
と
で
、
お
互
い
に

み
ん
な
が
元
気
に
な
れ
ば
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
僕
は
代
表
に
選
ば
れ
た
時
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
け
ど
西
粟
倉
の
取
り
組
み
を
発

表
で
き
る
か
、
他
の
人
と
交
流
で
き
る
か
不

安
で
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
僕
た
ち
は
、
自
分
た
ち

が
し
て
い
る
「
百
年
の
森
林
公
園
の
村
づ
く

り
」
を
中
心
に
発
表
し
ま
し
た
。
待
っ
て
い

る
時
は
緊
張
し
た
け
ど
、
い
ざ
発
表
し
始
め

る
と
緊
張
が
と
け
て
堂
々
と
発
表
で
き
ま
し

た
。
発
表
し
た
後
に
、
西
粟
倉
村
の
こ
と
を

見
習
い
た
い
と
評
価
し
て
頂
き
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
他
校
の
人
た
ち
の
発
表

で
は
、
目
的
が
き
ち
ん
と
し
て
い
た
り
、
村

の
た
め
に
井
戸
掘
り
や
山
に
登
っ
た
り
す
る

こ
と
は
、
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

夜
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
学
校

と
交
流
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
他
校
の
人
全

員
で
ふ
る
さ
と
元
気
グ
ッ
ズ
づ
く
り
を
し
ま

し
た
。
み
ん
な
作
る
の
は
初
め
て
の
は
ず
だ

け
ど
上
手
で
し
た
。
次
に
ダ
ン
ス
を
し
ま
し

た
。
僕
た
ち
が
大
き
い
ち
ょ
う
ネ
ク
タ
イ
を

つ
け
て
踊
る
と
他
の
学
校
の
み
ん
な
も
踊
っ

て
く
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
他
校
の
人
と

交
流
す
る
の
は
久
し
ぶ
り
で
心
配
だ
っ
た
け

ど
、
み
ん
な
楽
し
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
で

す
。
僕
は
初
め
て
会
う
人
と
話
す
の
は
苦
手

だ
け
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
と
交
流
会
で
積
極

的
に
話
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
色
ん
な
人

と
ふ
れ
あ
う
の
は
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
、
様
々

な
人
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
支
え
合
い
の
気

持
ち
が
大
切
だ
と
言
う
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
僕
た
ち
の
取
り
組
み
を
全
国

に
発
信
す
る
こ
と
で
村
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
人
を
元
気
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。

　

来
年
は
岡
山
県
で
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
み

ん
な
が
元
気
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
西

粟
倉
小
学
校
全
体
で
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

西
粟
倉
小
学
校　

５
年　

國
里　

風
歌

　

私
は
、
土
曜
日
に
仙
台
で
行
わ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
本
番
当
日
は
、
空
港
に

着
い
て
か
ら
待
ち
時
間
で
発
表
の
練
習
を
し

ま
し
た
。
近
く
に
い
た
お
ば
さ
ん
が
練
習
を

聞
い
て
い
て
、
最
後
に
拍
手
を
し
て
下
さ
っ

て
い
た
の
で
発
表
の
不
安
と
緊
張
が
ほ
ぐ
れ

て
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　

発
表
の
前
は
他
の
学
校
の
人
た
ち
の
発
表

を
見
ま
し
た
。ど
の
学
校
も“

自
然”

や“

人”

な
ど
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。
発
表
の
順
番
が
ま
わ
っ
て
き
た
時

は
、
緊
張
し
す
ぎ
て
体
が
ガ
タ
ガ
タ
震
え
ま

し
た
。
で
も
、
大
き
な
声
を
出
し
て
堂
々
と

発
表
す
る
と
な
ん
と
か
頑
張
れ
ま
し
た
。
発

表
が
終
わ
っ
た
後
に
、
み
な
さ
ん
の
反
応
が

も
の
す
ご
く
良
か
っ
た
の
で
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。

　

二
日
目
の
被
災
地
の
見
学
で
は
、
自
分
が

テ
レ
ビ
や
写
真
で
見
た
被
災
地
と
は
全
然
違

う
景
色
で
し
た
。
松
林
や
家
が
も
っ
と
た
く

さ
ん
あ
っ
た
は
ず
…
な
の
に
、
本
当
は
こ
ん

な
に
も
ひ
ど
か
っ
た
の
か
、
と
言
う
ほ
ど
で

し
た
。

　

被
害
を
受
け
た
方
の
話
を
聞
く
と
そ
の
時

の
様
子
は
、
私
が
頭
の
中
で
想
像
し
て
い
た

も
の
よ
り
、は
る
か
に
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。

こ
の
震
災
の
様
子
を
見
て
私
は
、
み
な
さ
ん

怖
か
っ
た
だ
ろ
う
な
と
い
う
こ
と
と
、
か
な

し
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
学
ん
だ
事
は
、
自

然
は
と
て
も
き
れ
い
だ
な
と
思
っ
た
こ
と

と
、
自
然
は
と
き
に
は
と
て
も
こ
わ
く
な
る

ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
大
勢
の
人
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
が

で
き
て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
新
し
く
友
達

が
出
来
た
こ
と
も
自
分
の
自
信
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
他
の
学
校
の
方
や
大
人
の
方
が
ほ

め
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私
た
ち
が
取
り
組

ん
で
い
る
ふ
る
さ
と
元
気
学
習
は
と
て
も
す

ご
い
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
全
校
の
み
ん
な
で
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

※紙面の都合上、感想の一部を省
略して掲載しています。
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はるな　るか チャールズ　よしのぶ ふくい　あやか

おぐら　あいな あおき　かの ふくい　めばえ

　今年の卒園製作は、大茅の
宮崎先生に指導していただき
陶芸を行いました。
子どもたちは、宮崎先生の丁寧でやさしい指導
の下、素敵な鉛筆立てを作っていきました。
焼き上がりがとても楽しみです♪
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『English  Festival  2015』『English  Festival  2015』

１年生　『Move Your Body』
まず、頭、肩、膝、つま先を動かしました。次に、
『Head, Shoulders,Knees and Toes』の歌を歌いな
がら踊りました。会場の皆さんも一緒に踊りました。

２年生　『Tikki  Tikki  Tembo』
絵本の英語版「じゅげむ」の劇をしました。主人公
が長い名前です。井戸に落ちた主人公を家族みんな
で助け出すお話です。無事助けることができました。

３年生　『16 Animals & 12 Animals』
自分たちで物語を考え、自主的に練習をしました。
１場面は声探しです。「竜」と「うさぎ」の声があ
りませんでした。２場面は１２支の動物の物語です。

５年生　『The Restaurant.』
レストランに行って、ユーモアたっぷりにメニュー
を注文をしました。特に「すし」と「なっとう」で
会場のみんなの笑いをとりました。

６年生　『Peach Girl.』
実際に、修学旅行で外国から来た観光客にインタ
ビューした表現をもとに、桃太郎の劇をしました。
桃太郎が、なんと女の子だったのです。

　２月１０日（火）、西粟倉小学校の『英語フェスティバル』が開催され
ました。マイケル先生のあいさつの後、１年生から順番に発表をしました。
どの学年も、１．２学期に学習したことを生かした発表ができました。

４年生　『Introductions』
友達を英語で紹介しました。名前、年齢、好きな食
べ物、嫌いな食べ物、好きな音楽、好きな教科、遊
び、持っている物、使うことができる物を紹介しま
した。

1 年生1年生 ２年生２年生

４年生４年生３年生３年生

５年生５年生 ６年生６年生
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　２月３日（火）、この日３年生は私立入試の日ですが、１．２年生は大茅
スキー場で西粟倉中学校恒例のスキー教室を実施しました。思いっきりス
キーを滑ったり、雪合戦等を楽しみました。

　

　２月１７日にあわくら会館で、
２年生が立志式をしていただきました。立志にあたり、みずからの将来について考え決意を新たにしました。

　２月９日に６年
生と保護者の方に
来ていただき、入
学説明会を実施し
ました。学習や生
活の説明、制服の
採寸の後、部活動
見学をしました。

　３年生の受験を応援するために、１．２年生と
先生方からメッセージを贈りました。
また、生活委員会から受験勉強に役立ててもらお
うと問題入りの「日めくりカレンダー」を贈りま
した。
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児 童 書  　
・『アルフレートの時計台』　　　　　　斉藤洋／作
・『まゆとうりんこ』　富安陽子／ 作　降矢奈々／絵

一 般 書
・『千春の婚礼　新・御宿かわせみ』　平岩弓枝／著

一般書
『九年前の祈り』　　　　　　　　小野正嗣／著
　幼い息子と共に故郷に戻ってきたシングルマザー
のさなえ。各紙文芸時評で絶賛された痛みと優しさ
が胸を打つ〈母と子〉の物語。

開館時間：１０：００～１７：００
休 館 日：祝祭日、年末年始
３月のお休みは２１日です。

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

　お問い合

子ども館

教育委員会

　２週間以上借りている本はありませんか？特
に人気の本は待っている人がいますので、早め
に返却をお願いします。
　また、借りた本がどうしても見つからない…
という方は図書館に申告願います。

・『アナと雪の女王』
・『綾小路きみまろ爆笑！
　　　エキサイトライブビデオ　　　第 4集』
・『白雪姫』 
など、あらたに計 9枚のＤＶＤをいれています！



14広報にしあわくら　3月号

　1月31日(土 )、大茅スキー場にて3年ぶりとなる『小中学生スキー大会』が開催され、
村内外から 19名が参加しました。競技は、コース場に設置されたポール ( 関門 ) を通
過し、ゴールまでのタイムを競うアルペン競技です。
　選手の中には、この冬からスキーを始めた子もいましたが、スポーツ少年団や学校

◎中学生男子の部 
１位 　林 永真　　２年 ( 西粟倉中 )
◎小学生男子高学年の部
１位 　井上 翔陽　５年 ( 西粟倉小 )
２位 　中谷 柾哉　６年 ( 兵庫県加古川市 )
３位 　榎原 昂汰　６年 ( 西粟倉小 )

◎小学生男子低学年の部
１位 　森下 陸史　３年 ( 西粟倉小 )
２位 　井上 大雅　３年 ( 西粟倉小 )
３位 　井上 僚人　１年 ( 西粟倉小 )

１位　林 央華　　  ６年 ( 西粟倉小 )
２位　野々上 雛妃  ４年 ( 西粟倉小 )
３位　豊福 乃碧　  ５年 ( 西粟倉小 )

◎小学生女子低学年の部◎小学生女子高学年の部
１位 　榎原 佑姫　  ３年 ( 西粟倉小 )
２位 　江見 ほのか  ２年 ( 西粟倉小 )
３位 　萩原 愛海　  ３年 ( 西粟倉小 )

　2月 15日 ( 日 ) の探検クラブは冬シーズン恒例の雪あそび！
そして、雪の中で百年の森林オリンピックを楽しみました。
　今年も高学年は、かんじきを履いて森の中を探険しました。
かんじきを履くには随分苦戦しましたが、履くと雪を楽に歩けました。雪中行軍
しながら『この木はスギだよ！』と森林に詳しい、西粟倉の子どもたちです。 
遊び場に着いてからは、そり遊び、雪合戦、ひみつ基地…子どもたちの自由なア
イデアで雪山を満喫しました。

　そして、お昼を食べた後は、『百年の森林オリンピック』
冬季大会を開催！これは、西粟倉小学校の５年生たちが中心
となって考え、村長との面談や仙台のシンポジウムで発表を
した、村全体を公園と見たてた『百年の森林公園の村づくり』
のアイデアの一つです。記念すべき第 1回大会では２つの
種目を行い、熱戦が繰り広げられました。

☆団体戦　～スノーサーフィン競争～
　森の中を滑走する約 20mの特設コースを、班ごとにタイムを競い
ました。
☆個人戦　～スノーフラッグ・かんじきスノーフラッグ競争～
　新雪に包まれた森の中の斜面を、低学年・高学年の部に分かれて、
１本の旗を取り合いました。
　子どもたちからの提案を受けて実現した『百年の森林オリンピッ
ク』。子どもたちと一緒に考えながら、もっともっとステキな大会、
ステキな『百年の森林公園の村』ができればと思います。

の授業での成果を発揮して、全員関門を落とさず滑りきることが出来ました。
　スキーは、西粟倉の子どもたちにとって身近なスポーツ、冬の楽しみの一つ。これからもずっと冬のスポーツに
親しんで欲しいですね。結果は下記のとおりです。

　こうして、外での活動をすると普段とは違った子どもたちの姿を見ることができます。帰った後は疲れ果
てて、寝てしまった子どもも多かったとか ･･･。

雪中行
ち
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２月講座２月講座

「みんなで歌おう ～歌うは元気の源、長寿
の秘訣～」

日時：３月２４日 ( 火 ) 　　午前１０時～
場所：あわくら会館大ホール
内容： と

　薪ボイラー導入工事につき長期休館をさせてい
ただきました。ご利用のお客さまには大変ご不便
とご迷惑をおかけ致しましたことお詫び申し上げ
ます。
　無事薪ボイラーも稼働し、２月１５日より営業
を再開いたしました。西粟倉で育った間伐材を新

　黄金泉のお食事場所として【そば処】がござい
ますが、昔は麺類だけのメニューでしたが現在は
少しずつですがメニューを増やし、リーズナブル
な価格で提供することでご利用のお客さまに喜ん
でいただけるよう励んでいます。
　そこで !! 皆様により親しんでいただけるよう
【ニックネーム＝店名】を募集中です !!
　ぜひ !! 皆様の知恵とセンスをおかし下さい !!
　黄金泉に募集 BOXコーナーを設置しておりま

　３月　５日（木）１２日（木）
　　　１９日（木）２６日（木）
毎週木曜日は休館日とさせていただきます。
皆様のお越しをお待ちしております。

たなエネルギーとし
て利用しています。
　薪火のぬくもり
を湯に伝え “ ほっこ
り ” 暖まる温泉とし
て皆様をお待ちして
おります。

す。当選者にはお礼の品
をお渡し致します。
　募集は 3 月末をもっ
て締め切りとさせていた
だきます。
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Vol.23

　

あ
っ
と
い
う
間
に
今
年
度
も
幕
を
閉

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
年
も
こ
れ
ま
で
の
成
果
発

表
の
場
と
し
て
「
百
年
の
森
林
事
業
実

績
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
久
し
ぶ
り
の
現
地
見
学
会

も
同
時
開
催
。

　

日
頃
、
な
ん
と
な
く
目
に
し
て
い
る

森
林
組
合
の
土
場
や
ニ
シ
ア
ワ
ー
製
造

所
の
内
部
を
見
学
す
る
予
定
で
す
。

　

参
加
費
は
無
料
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
度
末
で
お
忙
し
い
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
年
に
一
度
の
こ
の
機
会
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

平
成
27
年
３
月
25
日(

水)

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

【
会
場
】

美
作
東
備
森
林
組
合
西
粟
倉
英
北
支
所

　
　
　
　
　
　

２
階
多
目
的
大
ホ
ー
ル

【
内
容
】

今
年
度
の
長
期
契
約
の
進
捗
状
況
、
森

林
整
備
実
績
、
木
材
販
売
量
の
報
告
、

現
地
見
学
会
な
ど

【
参
加
費
】

無
料

【
持
ち
物
】

森
林
に
は
入
ら
な
い
の
で
特
に
あ
り
ま

せ
ん

【
参
加
方
法
】

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
締
め
切
り
日
】

３
月
20
日(

金)

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

産
業
観
光
課　

２
７
９-

２
１
１
１



17 広報にしあわくら　3月号

林
業
で
が
ん
ば
る
若
手
の
コ
ラ
ム

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
自
然
の
中
で
遊
ぶ

機
会
が
多
く
、
気
づ
い
た
時
に
は
木
が

好
き
で
し
た
。「
木
を
使
っ
て
物
作
り

を
し
た
い
」、
そ
ん
な
思
い
を
持
ち
始

め
た
高
校
生
の
時
に
、
あ
る
パ
ン
屋
で

木
薫
の
ロ
ー
ラ
ー
滑
り
台
に
出
会
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
楽
し
く
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
と
楽
し
そ
う
に
見
守
る
親
の
姿
を
見

て
「
木
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
た
い
」
と

い
う
夢
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
は
、
大
切
な
「
遊
び
」
の
中
で
、
本

物
の
木
に
触
れ
、
木
の
あ
た
た
か
さ
を

感
じ
な
が
ら
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
う

か
ら
で
す
。

　

昨
年
に
は
村
で
開
催
さ
れ
た
木
育

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。木
目
、

肌
触
り
、
香
り
、
音
と
五
感
を
使
っ
て

木
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
溢
れ
、
満
面
の
笑
顔
で

し
た
。
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

遊
び
、
木
の
お
も
ち
ゃ
を
作
り
た
い
と

い
う
思
い
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
ま
し

た
。

　

今
は
、
毎
日
木
に
触
れ
、
加
工
す
る

中
で
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
ま
ず

は
わ
た
し
が
も
っ
と
木
の
魅
力
を
知

り
、
そ
し
て
、
日
常
の
中
に
当
た
り
前

の
よ
う
に
本
物
の
木
が
あ
る
生
活
が
広

が
る
よ
う
に
、
木
の
魅
力
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ラ
ム
を
連
載
し
て
２
年
。
さ
ま

ざ
ま
な
方
々
に
登
場
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ

れ
に
森
や
木
と
向
き
合
い
、
思
い
を

持
っ
て
働
か
れ
て
い
る
こ
と
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
こ
う
し
た
方
々
の

存
在
は
、
百
年
の
森
林
事
業
の
原
動

力
で
す
。

韓
国
で
日
本
の
木
材
が
人
気
！

韓
国
で
日
本
の
木
材
が
人
気
！

　

今
、
韓
国
で
は
、
日
本
の
ス
ギ
や
ヒ

ノ
キ
が
住
宅
の
内
装
材
と
し
て
人
気
を

集
め
て
お
り
、
全
国
各
地
で
国
産
材
が

輸
出
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
西
粟
倉
か

ら
も
今
年
、
韓
国
へ
販
売
す
る
原
木
を

提
供
し
ま
し
た
。

家
に
は
国
産
材
を
使
お
う
！

家
に
は
国
産
材
を
使
お
う
！

　

円
安
と
米
国
の
住
宅
着
工
数
の
増
加

に
伴
い
、
国
内
の
住
宅
に
用
い
る
国
産

材
の
利
用
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、
外
国
産
材
を
多
く
用
い
て
い

た
大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
も
、
次
々
と
国

産
材
の
割
合
を
高
め
て
い
る
と
の
こ

と
。
国
産
材
は
、
身
近
な
資
源
と
い
う

こ
と
で
、
親
し
み
が
持
て
る
こ
と
も
メ

リ
ッ
ト
の
ひ
と
つ
だ
そ
う
で
す
。

（株）木の里工房 木薫
兼
かねもり

森　絢
あやこ

子（高梁市出身）
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〔受験資格〕
　１　昭和 60年４月２日～平成６年４月１日生まれの者
　２　平成６年４月２日以降生まれの者で次に掲げるもの
　　(1) 大学を卒業した者及び平成 28年３月までに大学を卒業する見込みの者
　　(2) 人事院が (1) に掲げる者と同等の資格があると認める者
〔受験受付期間〕
　○インターネットによる申込み　平成 27年４月１日（水）９:00 ～４月 13日（月）
　　（４月 13日（月）までに申込データを受信完了したものに限り受け付けます。）
　○郵送又は持参による申込み　　平成 27年４月１日（水）～４月２日（木）
　〔第 1次試験〕
　○試験日　平成 27年６月７日 ( 日 )
　○試験地　広島国税局管内では、松江市、岡山市、広島市
〔受験案内及びパンフレットの請求、問い合わせ先〕
　○広島国税局人事第二課試験研修係
　　〒 730 － 8521　広島市中区上八丁堀 6－ 30　℡ 082-221-9211　内線 3743・3635
〔採用案内情報等〕
　○国税庁ホームページに掲載 (http://www.nta.go.jp)

平成２６年１０月１日より、し尿の汲み取り料金が表のとおり改訂され、料金が上がりました。

区　分 定　　　義 改訂前 改訂後

従量制
１０８Ｌまで ８８０円 １，１９７円

１０８Ｌを越える場合
３６Ｌ（３６Ｌ未満は３６Ｌとみなす。）ごとの加算額 ２９３円 ２９３円

国税庁では、国税専門官を募集しています。募集要項は次のとおりです。

　村内の汲み取り家屋が減っており、現在は約５０戸となっております。汲み取り戸数が少数となってい
るため、初期料金を上げても業者の赤字運営は変わらないのが現状です。
　村は汲み取り家庭の負担を増加させないために、１回の汲み取りに必要となる１０８Ｌまでの汲み取り
料金の増額分である３１７円を、村に住民票がある方が住んでいる住居を対象に負担しております。
　し尿の汲み取りは、業者も赤字、村も負担、未接続家屋も水洗便所等の快適生活を享受できません。
　下水道は「住民の皆様に快適な生活をしてもらいたい」との想いから村が巨額の資金を投入して約２０
年前に完成した事業です。
汲み取り家庭の皆様は、状況をご理解いただき、是非とも下水道接続を前向きに考えて下さいますようお
願いします。

問い合わせ先：役場建設課　２７９－２１１１

自死を防ぎ、こころを支える講座
　「苦しみをもちつつ生きる　その生き方を支える」「苦しみをもちつつ生きる　その生き方を支える」を開催しました。

　２月１７日（火）に、あわくら会館大ホールにて、カウンセリングス
ペース「リヴ」代表佐藤まどか先生（臨床発達心理士、社会福祉士）を
講師に、「自死を防ぎ、こころを支える講座」を開催しました。講師か
らは「苦しんでいる人に普段からさりげない声かけをするだけで、寄り
添うことになる。」「少し先の少しの希望が人を生かす。その希望を一緒
に考える。」と話され、こころを支えるヒントをいただきました。
　今後も支え合い方に関わる講座を続けていきたいと思います。
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おしえて ね んきん
　国民年金は誰もが加入する制度です。日本に住んでいる２０歳以上６０歳未満のすべての方は、国民
年金に加入することになります。
　加入者は、職業などによって３つのグループに分かれており、それぞれ加入手続きが異なります。
■第１号被保険者
　自営業者、学生、フリーター、無職の方などで、加入手続きはご自分で役場の国民年金担当窓口で行
　います。
■第２号被保険者
　会社員や公務員など、厚生年金保険や共済組合に加入されている方で、加入手続きは勤務先が行いま
　す。
■第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されている配偶者の方で、加入手続きは第２号被保険者の勤務先を経由して行
　います。

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL0868-31-2360）までお問い合わせください。

　国民年金保険料の納付には、口座振替がご利用になれます。口座振替をご利用いただくと、保険料が
自動的に引き落とされるので金融機関などに行く手間が省けるうえ、納め忘れもなく、とても便利です。
また、口座振替には、当月分保険料を当月末に振替納付することにより、月々 50円割引される早割制
度や、現金納付よりも割引額が多い６カ月前納・1年度前納・２年度前納もあり、大変お得です。口座
振替をご希望の方は、納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持参のうえ、ご希望の金融機関
または年金事務所へお申し出ください。

　「岡山ライフサポートセンター」は、地域
の皆さんの生活支援を目的として、（（社）岡
山県労働者福祉協議会）が行っている相談事
業です。お気軽にご相談下さい。（無料）
●相談内容　労働、福祉、債務、法律、生活
相談など。
※なお、裁判や実務依頼などの場合は、費用
が必要です。
●相談日：月・水・金曜日の平日
　　　　　午前 10時～午後 5時
●連絡先：津山市山下
　　　　　津山圏域雇用労働センター内
　　　  ライフサポートセンターつやま
　　　　（津山職業安定所北寄り）
　　　　℡０８６８（３５）２４３３

司法書士による無料法律相談会

●開催日時：平成２７年３月１４日（土）
　　　　　　（毎月第 2土曜日）　10:00 ～ 12:00
●開催場所：美作市民センター　（美作市役所となり）
　　　　  美作市栄町 35番地  0868-72―1135
●登記による相談（相続、贈与、売買、建物、会社の
登記）、成年後見に関する相談、多重債務、破産に関
する相談、境界に関する相談、その他、法律のことで、
日頃からお悩みの問題について、ぜひご相談ください。

●主催：岡山県司法書士会津山支部
　　　　　　　　　つやま総合相談センター

●問い合わせ先：つやま総合相談センター長
　　　　　　司法書士　濱田正典　℡ 0868-20-1155
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西粟倉村社会福祉協議会　

　　　　　　　　　２７９－２５６１

ゆうゆうハウス　　２７９－２８６１

ひだまり　　　　　２７９－２１００

　社会福祉協議会では、西粟倉村の皆さんが「いき
いきと元気で暮らせる地域を目指して」いろいろな
事業に取り組んでいます。
　配食弁当は、季節の食材を使った手作り弁当で、

独居の方と高齢者世帯の方に週 2回お届けしている “おかず弁当 ”です。
　「こんにちは！お弁当です！お変わりありませんか？」と声をかけながら、安否を確認しています。
　スタッフの紹介をします。
お届けスタッフ　　調理スタッフ
　延東義太さん　　延東誠子さん
　河野美行さん　　平田むつみさん
　神原壽恵さん　　延東敦子さん
　社協　職員

お届けした皆様の “ 笑顔 ” と “ ありがとう ”
に元気をもらいながら活動しています。

☆★☆社会福祉法人　全国社会福祉協議会 ☆★☆ 

年間保険料
Ａ死亡保険金 1,200 万円他 Ｂ死亡保険金 1,800 万円他

基本タイプ A　300 円 B　450 円
天災タイプ A　430 円 B　650 円

お問合せ先
　西粟倉村社会福祉協議会まで

老人クラブ連合会では、平成 27年度の会員を募集します。
村内に在住の 65歳以上の方ならどなたでも入会できます。

入会に関しては　下記までご連絡を‥‥
　　西粟倉村老人クラブ連合会まで
　　　　( 社会福祉協議会内　279-2561）

　西粟倉村老人クラブ連合会と各地区単位クラブで組織され
ています。
　連合会では、ゲートボール大会、囲碁ボール大会、スポー
ツ大会などを実施しています。
　地区単位クラブは、新年会や会員相互の親睦を深める楽し
い行事を企画し活動を行っています。皆さんの入会をお待ち
しています。

　日頃の防災対策として「美作市消防本部」の方に、火災についての出前
講座を行って頂きました。介護施設での適切な避難誘導や初期消火の為の
消火器の使い方や通報の方法などを勉強しました。
　利用者さんを安全に避難させることは日頃から職員間での訓練が大切だ
という事が分かりました。職員一同、改めて気を引き締めて業務にあたろ
うと思う勉強会でした。
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　    　　　　　　　　　平成 2７年 2月１日現在
　　　　 の動き　　　
●人口　  １，５２９人（－１）
　　男　　　７０７人（±０）
　　女　　　８２２人（－１）
（１月中の異動：死亡２人、転入２人、転出１人）　

●世帯　　　５７２戸（＋２）

人

●お悔やみ申し上げます

・河野　靖子さん（猪之部）１月２４日　９２歳
・青木美津子さん（中土居）１月２８日　８４歳
・建元喜和子さん（筏　津）２月４日　　７２歳

　    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　意の窓　　　社会福祉協議会から
(Ｈ 27.1.22 ～Ｈ 27.2.20 まで )
●お悔やみ申し上げます
猪之部　河野　義幸様　母　靖子様　香典返し

●お大事にしてください
知　社　小松　咲子　様　本　人　　退院内祝
坂　根　井上　千代恵様　本　人　　退院内祝　
別　府　青木　祥枝　様　本　人　　退院内祝

善

●募集種目
・一般幹部候補生
・歯科・薬剤科幹部候補生
・医科・歯科幹部（免許取得者）

●応募資格
・一般幹部候補生
　平成 28年 4月 1日現在で、20歳以 上 26 歳未　
　満の方（22歳未満の方は大卒（見込み含む）    
　大学院の修士課程もしくは専門職大学院を修了し
　た者（見込含）は 28歳未満
・歯科・薬剤科幹部候補生
　平成 28年 4月 1日現在で、専門の大卒（見込含）
　20歳以上 30歳未満の方（薬剤は 20歳以上 28
　歳未満）
・医師・歯科幹部（免許取得者）
　医科・歯科医師の免許取得者
●受付期間
・平成 27年３月 1日（日）～５月１日（金）まで
　（医師・歯科幹部（免許取得者）は 4月 24日まで）
●試験日
・一般及び歯科・薬剤科幹部候補生の１次試験は、
　平成 27年 5月 16日（土）
・医科・歯科幹部（免許取得者）は、平成 27年 5月
　15日（金）
●試験場等
・試験場、受験番号等は別途、各人に通知します。
●お問合せ
　自衛隊岡山地方協力本部津山出張所　
　☎（0868-22-5637）
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　２月１４日（土）西粟倉村で最も
雪深い大茅地区で「2015 雪あかり in 
西粟倉村 大茅」が開催されました。
人々の願いを込めたスカイランタンを
飛ばした他、大茅公民館では午後１時
から順次、地区の各家庭に眠る昔懐か
しい写真の展示やミニコンサート、し

しカレーにおでん、ぜんざいの販売、日本酒バー
などが開かれ、村内外からたくさんの方に来て
いただきました。周辺の道沿いには夕方から約
３００個のろうそくやＬＥＤ（発光ダイオード）
ライトをともし、ムードを盛り上げ、心温まる素
敵なイベントでした。
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